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福岡県遠賀郡
水　巻町　発　行

見事な練習の成果
岡垣町第1回少年剣道大会で準優勝

8月24日、岡垣町山田小学校では、岡垣町

第1回少年剣道大会が開かれました。

これは、少年たちの心身を鍛えると同時に

剣道を通して郡内の少年たちと親睦を深める

ことを目的として開かれましたが、第1回の

この日の大会には中間市外遠賀郡四ケ町から

9チーム100余名が参加しました。

大会には水巻町からも、小学生の部に斉藤

・福田・石橋（猪熊）くん、長沢（頃末）く

ん、甲斐田（下二〕くんが出場、また中学生

の部に原田・椿井・鶴林・深水・梅林くんが

出場し、小学生の部は予選でおちましたが、

中学生の部は決勝で中間天道館と大接戦を演

じ3対2で惜しくも負け準優勝にとどまりま

した。

また、中学生の個人戦の部でも原田重稔く

んが堂々たる貫禄で初優勝を飾りましたこ

（写真は、青少年体育センターでの練習風

景）

町の人口
（50年8月末現在）
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町
内
最
高
齢
者
は

伊
左
座
の
永
沼
マ
サ
ノ
さ
ん

九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
－
－
ｔ
ｌ
㌧
。
．

水
巻
町
で
も
各
地
区
ご
と
に
敬
老
会

で
催
し
も
の
が
行
な
わ
れ
、
お
年
寄
り

の
万
た
ち
に
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
敬
老
の
日
を
前
に
し
て
、
吋
内

で
も
最
高
齢
者
で
あ
る
伊
左
座
の
永
沼

マ
サ
ノ
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

永
沼
さ
ん
は
、
明
治
十
一
年
十
一
月

二
十
八
日
生
ま
れ
で
、
今
年
九
十
七
に

な
ら
れ
ま
す
。

「
こ
の
年
齢
に
な
る
と
腰
も
曲
が
っ

て
中
々
自
由
に
動
け

ま
せ
ん
。
」
と
マ
サ

ノ
さ
ん
は
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
お
元
気
。
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
自

分
の
こ
と
は
何
で
も
自
分
で
や
り
ま
す

よ
」
と
は
家
族
の
方
の
話
し
、
元
気
な

マ
サ
ノ
さ
ん
は
目
も
耳
も
不
自
由
な
さ

そ
う
で
す
。

敬
老
の
日
の
九
月
十
五
日
か
ら
老
人

福
祉
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。
町
で
も
、

老
人
憩
い
の
家
を
よ
り
一
層
過
ご
し
易

い
も
の
に
す
る
他
、
独
り
暮
し
の
老
人

の
把
握
な
ど
、
い
ろ
ん
な
面
で
力
を
入

れ
て
い
ま
す
が
、
近
く
の
お
年
寄
り
へ

の
い
た
わ
り
、
助
け
合
い
運
動
に
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
内
長
・
寿
者（

敬
称
略
）

永
沼
マ
サ
ノ

副
田
マ
ツ
ヲ

大
根
キ
ヌ
ヨ

美
浦
　
ツ
ル

渡
辺
　
マ
ス

小
林
シ
ゲ
ノ

衛
藤
エ
ジ
ユ

重
富
　
ツ
ル

山
本
　
仁
蔵

高
松
ミ
キ
ノ

永
富
　
ヒ
デ

谷
口
　
カ
ヨ

坂
ロ
ト
リ
ヲ

伊
左
座
　
　
九
六
歳

吉
田
ノ
二
　
九
五

吉
田
ノ
三
　
九
四

古
賀

猪
熊

伊
左
座

鯉
口
区

吉
田
団
地

岩
田
団
地

猪
熊

三
ツ
頚
区

林
住
宅

頃
末

九
四

九
三

九
三

九
三

九
一

水
巻
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
九

月
か
ら
毎
月
二
回
視
力
障
害
者
及
び
一

般
の
正
眼
者
を
対
象
に
点
字
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
毎
月
第
一
・
第
三
日
曜
日

1

4

時

～

1

7

時

◇
場
所
　
役
場
別
館

◇
講
習
料
　
無
料

◇
申
込
場
所
　
水
巻
町
社
会
福
祉
協
議

会

（

魯

6

0

1

・

4

3

2

1

）

、

ま

た
は
樋
口
の
徳
永
祐
次
郎
（
魯
6
9

2579）

九九九九　九
〇　〇　〇　一　一

9

月

心

配

ｔ．－ナ
ｔ．．－
と

相

談　の

老
人
専
用
居
室
に

整
備
資
金
を
貸
付
け
ま
す

永
沼
マ
サ
ノ
さ
ん
と
、
孫
嫁
の
千
鶴
子
さ
ん

県
は
、
六
十
歳
以

上
の
万
と
現
在
同
居

し
て
い
る
方
、
ま
た

は
同
居
し
よ
う
と
し

て
い
る
万
が
、
老
人

の
た
め
の
専
用
居
室

を
増
築
ま
た
は
改
築

す
る
場
合
に
必
要
な

整
備
資
金
の
貸
付
け

を
行
な
い
ま
す
。

貸
付
け
の
申
込
み

㌢
き
る
万

＿

一

．

　

　

1

①
現
在
六
十
歳
以
上
の
老
人
と
同
居

ｌ
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

し
て
い
る
方
。

㊥
県
内
に
引
き
続
き
一
年
以
上
住
ん

で
い
る
方
。

⑧
貸
付
金
を
償
還
す
る
見
込
み
の
あ

る
方
。④

五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

工
事
が
完
了
で
き
る
見
込
み
の
あ
る
方

貸
付
け
の
対
象
受
な
る
工
事

。
貸
付
け
希
望
者
が
現
在
土
地
・
建

物
を
所
有
し
、
ま
た
は
第
三
者
か
ら
借

用
し
、
か
つ
居
住
し
て
い
る
家
屋
に
老

人
専
用
居
室
を
増
築
ま
た
は
改
築
す
る

場
合
。貸

付
条
件

一
、
貸
付
予
定
件
数
　
県
下
で
百
件

二
、
貸
付
限
度
額
　
六
十
万
円

三
、
利
息
　
年
三
パ
ー
セ
ン
ト

四
、
償
還
期
限
　
貸
付
け
の
日
の
属
す

る
月
の
翌
月
か
が
り
起
算
し
て
十
年
以

内
（
据
置
矧
間
六
ケ
月
を
含
む
）

五
、
償
還
方
法
　
元
利
均
等
に
よ
る
月

賦
償
還

六
、
担
保
　
不
要

七
、
保
証
人
　
連
帯
保
証
人
二
人

申
込
受
付
期
限
　
9
月
1
9
日
ま
で

申
込
受
付
場
所
　
役
場
老
人
児
童
課

ｒ
ｒ

9
月
の
心
配
ご
と
相
談
日
は
次
の
と

お
り
で
す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
9
月
1
6
・
2
6
日
、
い
づ
れ
も

1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

◇
場
所
　
町
民
会
館
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期
間
統

｛

一

と

料

金

の

改

定

5

0

年

1

0

月

1

　

日

か

　

ら

実

施

町
は
、
不
幸
に

し
て
交
通
事
故
に

あ
わ
れ
た
万
の
急

場
の
生
活
の
窮
状

を
救
済
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
、

1
日
1
円
の
保
険

交
通
共
済
制
度
を

作
り
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
昭
和

五
十
年
十
月
一
日

か
ら
期
間
を
統
一

す
る
と
と
も
に
、

料
金
の
改
定
を
行

な
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
の

相
互
扶
助
を
基
本

に
し
た
共
済
制
度

で
す
。
お
互
い
に

助
け
合
え
る
よ
う

家
族
ぐ
る
み
の
加

入
を
お
す
す
め
い

た
し
ま
す
。

出

金

一
世
帯
百
円
（
二
年
目
か
ら
不
要
）

到
来
す
る
九
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

ま
た
、
五
十
年
十
月
一
日
以
降
区
域

外
に
転
出
さ
れ
て
も
共
済
期
間
内
の
契

約
は
有
効
で
す
。

掛
　
　
　
　
　
　
　
金

対

象

と

な

る

事

故

一
人
年
額
三
百
六
十
円
で
す
。
中
途

加
入
の
と
き
は
、
、
五
十
一
年
九
月
三
十

日
ま
で
の
月
数
×
三
十
円
で
す
。

共

　

済

　

期

　

間

自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
・

耕
運
機
・
汽
車
・
リ
フ
ト
昇
降
機
・

荷
車
・
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
・
北
九
州
市

営
渡
船
な
ど
の
乗
物
に
よ
る
人
身
事

故
（
た
だ
し
国
内
で
の
事
故
に
限
る

い
。①

　
警
察
署
の
発
行
す
る
交
通
事
故

証
明
書

㊥
　
医
師
の
診
断
書

㊥
　
加
入
者
証

6
5
歳
以
上
は
無
料

加
入
に
は
申
請
が
必
要

六
十
五
歳
以
上
の
方
に
は
、
町
が
掛

金
を
負
担
し
ま
す
の
で
、
無
料
で
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
加

入
に
は
申
請
書
が
必
要
で
す
か
ら
、
印

鑑
を
持
参
し
、
役
場
住
民
相
談
室
に
申

請
く
だ
さ
い
。

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

十
月
一
日
か
ら
翌
年
の
九
月
三
十
日

ま
で
の
一
年
間
で
す
。

中
途
加
入
さ
れ
る
と
き
は
、
加
入
申

込
み
の
翌
日
の
午
前
0
時
か
う
初
め
て

見
舞
金
　
の
　
請
　
求

次
の
書
類
を
そ
ろ
え
て
印
鑑
を
持
参

し
役
場
住
民
相
談
室
に
お
持
ち
く
だ
さ

交
通
災
害
共
済
の
加
入
受
付

け
は
各
地
区
の
婦
人
会
で
も
扱

っ
て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
。
く

わ
し
い
こ
と
は
役
場
住
民
相
談

室

（

魯

6

0

1

・

4

3

2

1

）

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

水
巻
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
昭

和
5
0
年
9
月
1
0
日
現
在
で
定
時
登
録
さ

れ
る
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
次
の
と
お

り
行
な
い
ま
す
。

縦
覧
期
間

昭
和
5
0
年
9
月
1
1
日
か
ら
5
0
年
9

月
1
5
日
ま
で
の
5
日
間

縦
覧
の
受
付
期
間

午
前
8
時
3
0
Ｒ
Ｔ
（
午
後
5
時

縦
覧
場
所

水
巻
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
役
場
窓
口
）

縦
覧
内
容

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日

表
町
内
転
居
を
さ
れ
た
方
は
、
住
民
係

で
転
居
の
手
続
き
を
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

加
入
　
で
　
き
　
る
方

水
巻
町
・
北
九
州
市
・
芦
屋
町
・
遠

賀
町
・
岡
垣
町
・
中
間
市
・
京
都
郡
・

行
橋
市
に
お
住
い
の
万
（
修
学
の
た
め

こ
の
市
・
町
外
に
居
住
し
て
い
る
学
生

は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。
）

ま
た
、
住
所
が
、
こ
の
市
・
町
外
で

も
、
町
内
に
勤
務
場
所
が
あ
れ
ば
本
人

に
限
り
加
入
で
き
ま
す
。

見　舞　金　額

災害 の程度 入 院　 日　 数 金 額

等
級

死 ＿　 亡
万円

6 0

専

級

不 具 廃 疾 3 0

等

級

180 日以上 の

医師 の治療 を

要 した傷害

300 日以上 12

240 日～ 2 99 日 10

180 日～ 23 9 日 8

150 日～ 179 日 7

120 日～ 149 日 6

90 日～ 119 日 5

60 日～　 89 日 4

30 日～　 59 日 3

30 日未満 2 ．5

四

等

級

9 0 日以上

180 日未 満

医師の 治療 を

要 した傷 害

150 Ｈ～ 179 日 6

120 日～ 14 9 日 4 ．5

90 日～ 119 日 3 ．5

60 日～ 8 9 日 3

30 日～　 5 9 日 2 二5

30 日未 満 2

五

等

級

30 日以 上

90 日未満
医師の 治療 を
要 した傷 害

60 日～ 8 9 日 2 ．5

30 日～　 5 9 日 2

30 日未 満 1 ．5

六
等
級

7 日以 上
蔓 草講 書 を

20 日～　 29 日 1 ．5

20 日未 満 1

県

　

民

　

手

　

帳

申
込
み
は
早
目
に

県
で
は
、
福
岡
県
民
手
帳
の
購
入
予

約
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
手
帳
は
、
執
務
と
日
常
生
活
に

役
立
つ
最
近
の
資
料
を
集
録
し
て
お
り

と
く
に
使
い
や
す
く
見
や
す
く
編
集
い

た
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ま
の
よ
き
伴
り
ょ
と
し
て
普

通
版
、
大
型
版
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

価
額
　
県
民
手
帳

大
型
版
　
2
6
0
円

普
通
版
　
1
9
0
円

希
望
さ
れ
る
方
は
、
9
月
2
0
日
ま
で

に
役
場
企
画
開
発
課
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
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国勢

調査

十
月
一
日
か
ら
全
国
一
せ
い
に
国
勢

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
国
勢
調
査
は
、
大
正
九
年
に
第

一
回
目
が
行
な
わ
れ
、
以
後
五
年
ご
と

に
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
の

．
湘
査
は
十
二
回
目
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
調
査
対
象
は
、
人
口
一
億
一

一
〇
〇
万
人
、
世
帯
数
三
、
三
〇
〇
万

世
帯
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

九
月
二
十
四
日
か
ら
十
月
五
日
ま
で

調
査
員
が
調
査
表
の
記
入
を
お
願
い
に

皆
さ
ん
の
お
宅
に
伺
い
ま
す
。
あ
な
た

の
家
に
普
段
住
ん
で
い
る
方
に
つ
い
て

も
れ
な
く
記
入
さ
れ
る
よ
う
お
顔
い
い

た
し
ま
す
。

国
勢
調
査
に
つ
い
て
疑
問
の
点
が
あ

れ
ば
、
役
場
企
画
開
発
課
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

（

晋

6

0

1

・

4

3

2

1

　

内

線

2

2

2

）

夏

休

み

の

楽

し

い

思

い

出

⑳
第
1
1
回
水
巻
町
少
年
野
球
大
会
閉
幕
①

八
月
十
八
日
か
ら
五
日
間
続
け
て
行

な
わ
れ
た
。
第
十
一
回
少
年
野
球
大
会

が
二
十
三
日
に
閉
幕
し
ま
し
た
。

毎
日
が
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
大
会

に
は
小
学
生
十
三
チ
ー
ム
、
中
学
生
十

四
チ
ー
ム
合
計
四
百
人
余
り
が
参
加
、

汗
と
泥
に
ま
み
れ
て
試
合
に
い
ど
む
少

年
た
ち
に
と
っ
て
こ
の
大
会
は
夏
休
み

小
学
生
の
部
で
優
勝
し
た

下
二
チ
ー
ム

れ
ま
し
た
が
、
ど
の
試
合
に
も
家
族
の

応
援
が
多
く
、
少
年
た
ち
も
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
た
ち
の
目
の
前
で
プ
レ
ー

で
き
る
と
あ
っ
て
ハ
ッ
ス
ル
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
年
々
向
上
す
る
体
力
を

如
実
に
表
す
か
の
よ
う
な
長
打
が
続
出

し
て
い
ま
し
た
。

◎

の
楽
し
い
思
い
出
と
な
っ
た
こ
と
で
し

ょ
，
つ
。大

会
で
は
、
小
学
生
の
部
の
決
勝
に

下
二
と
吉
田
団
地
チ
ー
ム
が
進
出
し
て

争
わ
れ
ま
し
た
が
、
下
二
が
吉
田
団
地

を
下
し
優
勝
、
ま
た
、
中
学
生
の
部
で

は
、
吉
田
団
地
が
頃
未
を
接
戦
の
末
破

り
優
勝
旗
を
手
中
に
お
さ
め
ま
し
た
。

大
会
は
五
日
間
に
わ
た
っ
て
行
な
わ

〔

まちがし、電話は

お互いに迷惑です

番号はまず

ｔ詰帳で

調べましょう

電
話
が
普
及
し
、
た
い
へ
ん
便
利
に

な
る
と
と
も
に
、
日
常
生
活
に
欠
か
せ

な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
反
面
「
正
し
い
か
け
万
」
が
案
外

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

電
話
を
よ
り
能
率
的
に
使
う
た
め
に

も
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
ご
使
用
く
だ

さ
い
。

◎
　
か
け
る
前
に
相
手
の
電
話
番
号
を

よ
く
確
め
、
ダ
イ
ヤ
ル
途
中
で
か
け

な
お
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。

◎
　
ダ
千
ヤ
ル
は
指
止
め
ま
で
正
確
に

回
し
、
自
然
に
離
し
て
く
だ
さ
い
。

鉛
筆
で
回
し
た
り
、
無
理
に
戻
す
と

ま
ち
が
っ
て
つ
な
が
っ
た
り
、
故
障

す
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

◎
　
相
手
が
話
し
中
の
と
き
、
続
け
て

ダ
イ
ヤ
ル
し
て
も
ほ
と
ん
ど
つ
な
が

り
ま
せ
ん
。
一
度
切
っ
て
三
分
く
ら

い
待
っ
て
か
ら
か
け
ま
し
ょ
う
。

◎
　
呼
出
し
音
が
で
た
ら
十
回
く
ら
い

は
聞
き
ま
し
ょ
う
。
相
手
の
人
が
離

れ
た
所
に
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◎
　
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
終
っ
て
か
ら
十

五
秒
く
ら
い
無
音
の
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
故
障
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
切
ら

ず
に
少
し
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
　
ベ
ル
が
鳴
れ
ば
で
き
る
だ
け
早
く

受
話
器
を
と
り
、
「
ハ
イ
0
0
で

す
」
　
と
は
っ
き
り
名
の
り
ま
し
ょ

ナ
つ
0

（

第

1

4

回

青

少

年

親

　

書

　

大

　

会

9
月
2
1
日
に
開
催
予
定

一

ｌ

 

ｌ

ト

ｌ

′

第
十
四
回
背
少
年
老
害
大
会
は
、

九
月
二
十
一
日
に
頃
末
小
学
校
で
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
詳
細
に

つ
い
て
は
教
育
委
員
会
か
ら
地
区
公

ノ

民
館
長
あ
て
に
開
催
要
綱
を
送
り
ま

す
の
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
ノ

福
岡
県
青
年
の
船

団
　
鼻
　
を
　
募
　
集
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差
別
の
　
な
　
い
　
明
る
　
い
　
町
を
「
－
1

同

和

問

題

を

正

し

く

認

識

し

よ

う

解
放
運
動
と
融
和
対
策

太
平
洋
戦
争
に
敗
北
し
た
日
本
は
、

連
合
軍
の
占
領
政
策
の
方
針
と
し
て
、

同
和
地
区
を
対
象
と
す
る
特
別
の
行
政

施
策
は
禁
止
さ
れ
た
の
で
、
政
府
の
同

和
対
策
は
中
断
さ
れ
、
行
政
の
停
滞
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。

戦
争
に
よ
っ
て
荒
廃
し
た
社
会
経
済

情
勢
の
も
と
で
、
国
民
一
般
の
生
活
は

極
度
の
窮
乏
に
陥
っ
た
が
、
と
く
に
同

和
地
区
住
民
の
困
窮
が
甚
だ
し
か
っ
た

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
も
、

部
落
差
別
は
い
ぜ
ん
と
し
て
存
続
し
、

差
別
事
件
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
各
地
で

頻
発
し
た
。
つ
ま
り
、
戦
後
の
い
わ
ゆ

る
民
主
的
改
革
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
和

問
題
は
未
解
決
の
ま
ま
で
と
り
残
さ
れ

た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
で
、
昭

和
二
一
年
「
部
落
解
放
全
国
委
員
会
」

（
の
ち
に
部
落
解
放
同
盟
と
改
称
さ
れ

た
）
が
結
成
さ
れ
、
自
主
的
な
解
放
運

動
が
再
組
織
さ
れ
た
。

戦
後
の
部
落
解
放
運
動
は
、
水
平
社

運
動
の
伝
統
を
継
続
し
、
そ
の
経
験
と

理
論
の
上
に
立
っ
て
発
展
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
特
徴
は
、
い
わ
ゆ
る

「
行
政
斗
争
」
を
中
心
に
同
和
地
区
を

基
盤
と
し
て
組
織
を
拡
大
し
た
こ
と
で

あ
る
。
部
落
差
別
に
つ
い
て
の
認
織
を

深
め
、
従
来
水
平
社
が
行
な
っ
て
き
た

心
理
的
差
別
に
対
す
る
糾
弾
斗
争
か
ら

前
進
し
て
、
実
態
的
差
別
の
存
在
を
強

調
し
、
そ
の
責
任
は
行
政
の
停
滞
に
あ

る
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
お
よ
び
政

府
に
対
し
部
落
解
放
の
行
政
施
策
を
要

求
す
る
大
衆
斗
争
を
全
国
的
に
展
開
す

る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
部

落
解
放
同
盟
が
労
働
組
合
や
革
新
的
政

党
と
共
同
し
て
、
生
活
安
定
と
権
利
擁

護
の
た
め
の
斗
争
や
平
和
を
守
る
斗
争

に
積
極
的
に
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
中
断

さ
れ
た
同
和
対
策
の
復
活
を
強
く
要
望

し
、
総
合
的
な
同
和
対
策
を
国
策
と
し

て
樹
立
し
同
和
問
題
の
根
本
的
解
決
を

す
み
や
か
に
実
現
す
る
よ
う
政
府
と
国

会
に
対
し
て
要
請
す
る
に
い
た
っ
た
。

か
く
て
、
講
和
条
約
が
発
効
し
て
の

ち
、
昭
和
二
十
八
年
度
の
国
の
予
算
に

戦
後
は
じ
め
て
、
同
和
地
区
に
隣
保
館

を
設
置
す
る
経
費
の
補
助
金
が
計
上
さ

れ
る
な
ど
、
年
々
環
境
改
善
事
業
の
予

算
が
増
額
さ
れ
漸
次
戦
前
の
同
和
対
策

が
復
活
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ

は
部
分
的
な
改
善
事
業
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
の
で
、
同
和
問
題
の
抜
本
的
解
決

を
は
か
る
総
合
的
対
策
の
樹
立
を
要
請

す
る
芦
が
し
だ
い
に
高
ま
っ
た
。

そ
こ
で
政
府
、
昭
和
三
十
三
年
内
閣

に
同
和
問
題
閣
僚
懇
談
会
を
設
け
、
関

係
各
省
の
軸
臥
施
策
の
中
に
同
和
対
策

を
と
り
入
れ
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
一
方
、
政
党
で
も
そ
れ
ぞ
れ
特

別
委
員
会
を
設
け
て
同
和
対
策
を
検
討

し
、
政
策
審
議
会
の
決
定
を
経
て
各
党

が
同
和
対
策
要
綱
を
発
表
す
る
に
い
た

っ
た
。民

間
に
お
い
て
は
、
昭
和
三
十
五
年

に
部
落
解
放
同
盟
を
中
心
と
す
る
「
部

落
解
放
要
求
貫
徹
請
願
運
動
」
が
全
国

的
な
規
模
で
展
開
さ
れ
る
な
ど
国
策
樹

立
要
請
が
運
動
強
力
に
押
し
す
す
め
ら

れ
た
。
そ
の
結
果
、
臨
時
国
会
に
、
人

権
尊
重
の
窪
前
か
ら
超
党
派
的
に
連
携

し
て
、
同
和
対
策
審
議
会
設
置
法
案
を

共
同
提
案
し
、
国
会
は
全
員
一
致
を
も

っ
て
そ
の
法
案
を
可
決
し
た
。

こ
の
よ
う
な
政
府
の
同
和
対
策
の
発

展
に
と
も
な
い
。
そ
の
行
政
区
域
内
に

多
数
の
同
和
地
区
を
有
す
る
地
方
公
共

団
体
に
お
い
て
も
、
政
府
の
行
政
施
策

の
実
施
に
協
力
す
る
だ
け
で
な
く
、
独

白
の
立
場
で
自
己
の
財
政
負
担
に
よ
っ

て
従
来
か
ら
行
な
っ
て
き
た
対
策
を
よ

り
一
層
積
極
的
に
実
施
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

◇
募
集
人
員
　
約
3
2
0
人

◇
応
募
方
法

次
の
提
出
書
類
を
そ
ろ
え
て
町

教
育
委
員
会
に
申
込
み
く
だ
さ
い

申
込
善
一
通
、
勤
務
先
の
所
属

長
の
応
募
承
諾
書
一
通
、
作
文

（
青
年
の
船
団
員
に
応
募
す
る
自
分

の
研
修
活
動
日
的
）
　
一
宿
、
戸
籍

抄
本
　
一
通
、
住
民
票
抄
本
　
一

通
、
履
歴
書
一
通
、
健
康
診
断
書

一
通
、
写
真
（
5
セ
ン
チ
×
5
セ
ン

チ
）
　
一
枚

◇
募
集
期
間
　
9
月
1
日
～
3
0
日

◇
運
航
日
程

5

0

年

1

2

月

1

1

日

～

1

2

月

2

4

日

◇
訪
問
国
　
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
共
和
国

◇
活
動
　
リ
ー
ダ
ー
養
成
、
体
育
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
班
・
組
別

活
動
、
ク
ラ
ブ
活
動
他

詳
細
に
つ

い
て
は
水
巻

町
教
育
委
員

会
事
務
局
に

お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

「
こ

院別0ｍｍ

一般家庭での消防法規

1　火災と間違うまざらわしい煙または、

火災を発するおそれのある行為をしよう

とするときは事前に消防署への届出が必

要です。（バルサンなどをたくときは、

隣近所に連絡しておき、また、張り紙も

しましょう。〕

2　火災警報発令中は次のことが禁止され

ています。

①山林、原野での火入れ。

㊥屋外での火遊びやたき火

3　灯油や軽油の貯蔵（100ｇ以上5001未

満の場合）

（∋屋外では周囲1メートル以上の空地が

必要です。

㊥屋内では壁、柱、床、天井などを不燃

材料で造らなければなりません。

4　火災を発見した場合または、火災を起

した場合は次のことが必要です。

①すぐに消防署へ通報しましょう。

㊥消防隊がくるまで消火、延焼防止、人

命救助を行ないましょう。

5　プロパンガスボンベは‥‥‥

①光をあてないようにしましょう。

㊥転倒または衝撃の防止をしましょう。

6　給湯設備

①天井やたななどの可燃性の部分から60

センチ以上の間隔を保ちましょう。

㊥壁、柱などの可燃性の部分から15セン

チ以上の間隔を保ちましよう。

※　管内火災救急発生状況
（昭和50年1月1日～昭和50年7月31日まで（）は7日分）

高 里 水　 巻 芦　 屋 岡　 垣 遠　 賀 合　 計

救　 急 192 （31） 138（22） 103（22） 112（20） 546（95）

火　 災 12（3 ） 3（0 ） 12 （1 ） 7 （0 ） 34（4 ）
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□
　
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

9　月の

し尿汲取予定

1日　頃末・猪熊

2日　頃末・猪熊

3日　唐熊県住・苫田片山・ぬめり石・猪熊

4日　御輪地・車返し・鯉口・樋口
5日　垣添・中央区・高松区・三ツ頭区・樋

口

6日　緑風園・中央区・高松区・三ツ顛区・

猪熊

□　ｒ8日川端商店街・吉田県道筋・頃未（6
11・14区）・高松区・三ツ頭区・頃末

（15・18・25区）

9日　川端商店街・上二・下二・立屋敷・伊

左座・頃未（6・11・14区）

10日　古賀

11日　吉田本村・車返し・机・う月

12日　吉田大橋・上二町住・下二町住・宮ノ

下

13日　猪熊・頃末（6・11・14区）

17日　吉田団地・頃末（15・18・25区）・松
栄荘・美吉野

18日．吉田団地・頃末（15・18・25区）・松

栄荘・美吉野・机・う月

19日　吉田団地・頃末（6・11・14・15・18
・25区）・松栄荘・美吉野・古賀

20日　吉田団地・猪熊町住

22目　上二・下二・伊左座・吉田本村・机社

宅・古賀区・古賀県住

23目　上二・下二・伊左座・吉田本村・机社

水
　
巻
　
町
　
住
　
民
　
相
　
談
　
室
　
（
電
　
話
　
6
0
1
　
1
　
4
3
2
1
）
．
　
ロ
　
印
　
刷
　
冷
　
牟
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
資
　
会
　
社

ら5。
宅・古賀区・梅ノ木区

古賀区・梅ノ木区

26日　鯉口区・梅ノ木区

27日　みずほ・鯉口区・頃末（6・11・14

区）

29日　みずほ・幼稚園通り・鯉口区・猪熊・

樋口・頃末（6・11・14区）

30日　幼稚園通り・猪熊・樋口・机

◇
該
当
児
　
生
後
1
3
カ
月
ま
で
の
乳
児

◇
日
時
　
9
月
2
6
日

受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

診
察
　
1
4
時
～
1
5
時

◇
場
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

◇
内
容
　
内
科
、
外
科
、
皮
膚
科
、
眼

○
日
時
　
9
月
1
9
日

9

時

3

0

分

～

1

1

時

3

0

分

母
子
保
健
相
談

乳
児
の
健
康
診
断

◇
日
時
　
1
0
月
1
日

午
前
の
部
　
1
0
時

午
後
の
部
　
1
2
時
3
0
分

い
ず
れ
も
こ
の
時
間
に
集
合
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
料
金
　
5
0
0
円
（
1
3
0
0
円
は

町
が
補
助
し
ま
す
）

◇
申
込
み
　
9
月
1
6
日
か
ら
役
場
衛
生

係
で
申
込
み
を
受
付
け
ま
す
。
た
だ

し
、
先
着
1
0
0
名
で
締
切
ら
せ
て

′
　
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
検
診
場
所
　
役
場
別
館

○

日

時

　

9

月

1

8

日

　

1

3

時

3

0

分

～

1

6

時
ま
で

○
会
場
　
町
民
会
館
日
本
間

○
講
演
　
脳
卒
中
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
（
ね
た
き
り
老
人
を
つ
く
ら
な

い
た
め
に
）

講
師
　
国
立
福
岡
東
病
院
　
リ
ハ

ビ
リ
診
療
科
医
長
　
吉
永
繁
彦
氏

高

血

圧

教

室

◇
受
付
期
間
　
9
月
1
0
日
～
9
月
2
5
日

◇
採
用
予
定
人
員
　
九
州
　
約
3
5
0

名
、
東
京
　
約
1
7
0
名
、
京
阪
神

約
1
2
0
名
、
名
古
屋
　
約
5
0

名
◇
受
験
資
格
　
九
州
地
区
　
1
8
歳
～
2
5

歳
の
男
子
、
東
京
地
区
　
1
8
歳
～
3
0

歳
の
男
子
、
京
阪
神
・
名
古
屋
地
区

1
6
歳
～
2
5
歳
の
男
子

◇
試
験
日
、
試
験
地

第
一
次
試
験

試

験

日

　

1

0

月

1

2

日

試
験
種
目
　
教
養
試
験
、
適
性
検

査
、
作
文
試
験

机故
　
新
宅
　
清
殿

頃
兼

敏
　
落
部
シ
ゲ
ノ
殿

梅
ノ
木

故
　
定
末
正
人
殿

小
倉
南
区

故
　
其
武
美
佐
子
殿

頃
兼

敏
　
平
城
　
茂
殿

猪
熊
町
住

故
　
松
本
恭
人
殿

新
宅
家
治
殿

溝
部
博
美
殿

定
末
う
め
の
殿

真
武
辰
暗
殿

平
城
茂
幸
殿

松
本
津
美
子
殿
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日　曜　在　宅　医

院
　
院
　
院
院

医
　
医
　
医
　
医

江
　
辺
　
本
　
原

人
　
渡
楠
前

［
ロ
　
日
　
［
ロ
　
［
ロ

1

4

　

2

1

　

2

8

　

5

月
　
　
　
　
　
月

9
　
　
　
　
1
0

外　科　頃　宋　601・3320

外　科　頃　宋　691・2616

内・児科大勝橋093・24・0385ｉ
内・児科　樋　口　691・0553　1

診察時間は9：00～17：00、原則として往診はいたしまｌ

．＿＿””．＿＿”′”＿＿”〝．＿⊥

婦
人
ガ
ン
の
検
診

科
、
耳
鼻
科
、
そ
の
他
育
児
相
談
及

び
指
導

◇
料
金
　
無
料

九
月
十
六
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の

間
に
予
診
を
と
り
ま
す
の
で
Ｙ
母
子
手

帳
を
持
参
し
、
衛
生
窓
口
で
受
付
け
を

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

当
日
も
母
子
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。

郵
政
外
務
職
員
を
募
集

香
典
返
し
と
し
て
次
の
方
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
あ
っ
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

○
会
場
　
吉
田
団
地
公
民
館

○
内
容
　
乳
児
の
身
長
、
体
重
測
定
、

育
児
相
談
指
導
、
家
族
計
画
相
談
指

導
（
器
具
、
薬
品
も
若
干
準
備
し
て

い
ま
す
）

試
験
地
　
熊
本
市
な
ど
2
8
カ
所

第
二
次
試
験

試
験
日
　
1
1
月
上
旬
～
中
旬

詳
細
は
、
も
よ
り
の
郵
便
局
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

水道修理の　申込み　は．

水巻町管工事組合へ

〔電話　601・8883〕

町内の水道修理は「管工事組合」で行ないます。各家庭

で水道修理をしなければならないときは、直接「管工事組

合」にお電話を一。
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